平成２７年度関東SPM調査会議の調査内容等に係るアンケート調査票【第３回】
　

自治体名：埼玉県　

１　平成２８年度以降に作製する調査報告書の構成について

平成２８年度以降に作成する調査報告書の取りまとめ方法については、第２回調査会議において、四季の平均的な解析、及び高濃度時解析を行うこととしました。第３回調査会議では、調査報告書の構成等について具体的に検討いたします。

つきましては、調査報告書の構成等に係るご意見をお願いいたします。具体的な提案等がある際は、任意の様式にて御回答ください。

２　平成２７年度関東SPM調査会議 講演会について

1)　 取り上げることが望ましい講演内容がありましたら、御記入ください。

2)　講演を依頼するに当たり、推薦できる講師がおりましたら、御記入ください。
	所属
	氏名

	
	

	
	

	
	

	
	


・１．基礎解析、２．高濃度事例解析のように分け、１で成分毎に季節毎の概況を執筆、２で高濃度事例について総合的な検討を加えるのはいかがでしょう？


（例として具体的な案を別紙にまとめました（長谷川））








・発生源調査について，結果のおさらいや課題，調査上の問題点などを意見交換するのもよいのではないかと思います．（その場合，東京都，千葉県，埼玉県（行政担当者も含め），あるいは委託先の日環センターが演者になるか）


・2013年8月に見られた夏の越境大気汚染に関する事例解析など


・発生源寄与解析手法や解析事例などについての最近の知見（具体的内容にもよるが，高崎経済大 飯島氏，名古屋市 池盛氏・兵庫県 中坪氏，日環セ 岩本氏）


（質問から若干外れますが）


・外部へ非公開／公開にも寄りますが、非公開の場合でしたら、本会議では行政担当者も参画していることから、例えば大気環境学会年会の研究発表から演者を選び、意見交換会のような形にしてもよいかもしれません。公開の場合には、関東支部粒子状物質部会との共催にしてはいかがでしょうか？外部講師謝礼も支出可能です。








